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全インド労働組合会議/AITUC　91-93, 
97-101

全インド労働組合中央評議会/AICCTU  
92

選挙委員会　14, 15, 28, 70, 250
全国共通最小限綱領/NCMP　112
全国農村雇用保証法/NREGA　112
全テランガーナ人民会議/STPS　207
組織部門　13, 18, 84, 101, 108, 111-116, 
282

その他後進階級/OBC　10, 11, 16, 18-21, 



索　　引　407

28, 113, 123, 130-134, 136, 148, 153, 
154, 217, 225, 271, 272, 275, 276, 285, 
286, 294, 296, 304

村民会議　156-162, 164, 166, 167, 170- 
177, 182-187, 189, 190

【た行】

タークル，カルプーリ　375
タークル判決　123, 124, 130, 131, 134, 
136, 140, 145, 147-150

第 1次後進階層委員会　131
第 2次後進階層委員会/マンダル委員会
　　11, 73, 132, 396

第 2次全国労働委員会/SNCL　112, 118
第73次憲法改正　19, 155, 157, 159, 161
大ジャールカンド　217
大衆社会党/BSP　297-302, 311, 342, 349
大衆連盟　9, 92, 268-270, 272, 287, 375
大統領統治　49, 296, 298, 305, 307, 309, 
325

タカレイ，B.　280, 282, 307, 308
多元主義　81-83, 85, 87, 90, 113, 115, 116
多数派主義　28, 267
多数派民主主義　27
タッカー，C. K.　135
多党化　11, 17, 27, 36, 76, 119, 151, 191, 
196, 218, 220-222, 226, 263, 310, 397

タミル・イーラム解放の虎/LTTE　327, 
340

タルーク・パンチャーヤト　159, 160
短時間討論　43, 44, 54-56, 69, 72
地域委員会　201, 205, 207, 208
地域化　196, 204, 220-223, 251
地域主義　195, 203, 204, 223, 378, 382
地域政党　17, 92, 106, 111, 196, 204, 220- 
223, 225, 271-273, 341, 379

チャクマ県　241, 246, 248
チャッティースガル　196, 199, 209, 217, 
219, 220, 225, 254, 356, 365

注意喚起通告　43, 54-56, 72
中央労働組合組織/CTUO　81, 82, 84, 85,  
92-94, 97-102, 107, 114, 117, 118

中間カースト　285

テランガーナ州創設　195, 197-199, 201- 
203, 205, 208-210, 212-217, 220-223

テランガーナ人民会議/TPS　205-208, 
214, 216, 221, 223

テランガーナ地域　197, 199-202, 205- 
208, 210, 212, 215, 221, 224

テランガーナ闘争　223, 377
テランガーナ民族会議/TRS　209-214, 
216, 220, 221, 223, 224

テルグ・デーサム党/TDP　209, 210, 212,  
213, 215, 216, 220-222, 224, 225, 228, 
342, 378, 379, 381-385, 387, 389, 390, 
395

テロおよび騒乱行為防止法/TADA　319, 
325, 326, 332-334, 336, 349, 352, 353

テロ行為の定義/テロの定義　326, 332, 
334, 343

テロ組織の指定/POTA18条　329, 330, 
342, 349

テロ防止法/POTA　25, 317, 319, 326, 327,  
329-343, 345-349, 353

統一アッサム解放戦線　255
統一進歩連合/UPA　13, 25, 72, 75, 112, 
211, 212, 289, 309, 341, 343, 344, 350, 
353

統一労働組合会議/UTUC　92
党籍変更　35, 70
特別委員会　48, 57, 59, 65, 66, 68, 69, 74, 
76

特別法廷　325, 326, 337, 339, 340, 349
独立系労働組合　106
ドラヴィダ進歩連盟　10, 11, 93, 339, 340
トリプラ　20, 29, 96, 232, 241, 242, 249, 
261

トリプラ部族地域県　241, 261

【な行】

ナーラーヤン，ジャヤ・プラカーシュ　
8, 349, 374

ナイク，S.　280, 281, 283, 308, 391
ナイドゥ，N. チャンドラバブ　210, 213, 
215, 335, 336, 382, 384

ナガ　20, 29, 218, 219, 223, 225, 234, 237, 
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245, 249, 260, 262, 344
ナガランド　20, 21, 71, 186, 232, 238, 239,  
245

ナクサライト　25, 26, 28, 355-365, 376, 
384-393, 396, 397

ナショナルセンター　81, 83, 86, 88, 91- 
94, 97-100, 102-108, 110, 111, 113- 
115, 118

ナナヴァティ，G. T.　289, 308
ナワ・テランガーナ党/NTP　212
西ベンガル　19, 21, 26, 55, 91, 92, 96, 155,  
156, 158, 160-164, 171, 178, 181, 183, 
184, 187-190, 217, 355, 359, 360, 362, 
363, 393

西ベンガル州パンチャーヤト法　160
二党制　209, 216, 219, 220, 222
ネルー，ジャワハルラル　6, 7, 28, 34, 35,  
69, 71, 105, 195, 267, 391, 394

農業労働賃金　358
農村開発委員会　161, 173, 174, 185
農地改革　356, 358, 359, 362, 387, 392, 
395, 397

【は行】

パイ基金判決　133, 143, 144, 146
ハイデラバード藩王国　200, 215, 377
破壊活動団体　324, 325, 327, 349
破壊活動防止法　254, 320, 324, 327, 329, 
341-343, 348

パキスタン　24, 28, 29, 68, 240, 260
バグワティ，P. N.　126, 127
パサヤット，A.　135
バジュラング・ダル　268
パティダール　287
パテール，C.　287
パテール，K.　288
パトロン＝クライエント関係　180
バネルジー，U. C.　289, 358, 360
バブリ・マスジッド　12, 273, 277, 280, 
287, 296

バラクリシュナン，K. G.　135, 140, 141, 
145, 146, 148

バリスター/法廷弁護士　34

パワル，S.　280, 283, 308
バンガロール　118, 162, 186
バングラデシュ　56, 68, 232, 238
バンダリ，D.　135, 140, 142-146, 148, 150
パンチャーヤト/パンチャーヤト制度　
19, 21, 155-164, 166, 167, 169-171, 
173, 176, 178-184, 186-191, 249, 250, 
257, 258, 261, 289

パンチャーヤト・ショミティ　161
東メディニプル県　187
ビジノール　296
非常事態宣言　105, 276, 321, 322, 325, 374
非常事態体制　7, 13, 15, 89, 106, 355, 362,  
363, 374, 375, 378, 388

非組織部門　18, 55, 84, 85, 93, 101, 103, 
108, 111-116, 119

非組織部門企業全国委員会/NCEUS　112
非組織部門労働者社会保障法　112
ビハール州　20, 26, 96, 217, 218, 220, 222,  
226, 234, 333, 357, 359-366, 368, 369, 
373-379, 381-384, 388-398

ビワンディ　278
貧困削減政策　158
ヒンドゥー・ナショナリズム　9, 11-13, 
17, 25, 27, 87, 93, 118, 219, 267-269, 
271-276, 278, 286, 289, 294-297, 299, 
301-304, 306, 308, 310, 332

ヒンドゥトゥヴァ　269
ヒンド労働者連盟/HMS　91-93, 97-99, 
101, 117

貧富の格差　397
複数労働組合　113, 116
不信任動議　44, 45, 68
富裕層　132, 134, 135, 147
ブラーマン　9-11, 300
分権化　155, 159, 160, 162, 181, 183, 184, 
186, 190, 191, 235, 262

ベンガリー　251
法執行機関　332-335, 338, 343, 345, 347, 
348

包摂をともなう民主化　155, 183, 184
暴力革命　26, 355, 357, 361, 362, 364, 388,  
389

暴力革命路線　332, 357, 358, 362-364, 



索　　引　409

384, 386, 388, 389
保釈　325, 326, 332, 349
ボド　20, 197, 236, 242, 250-258, 260-262
ボド解放の虎　254
ボドランド領域県　236, 241, 244, 249, 
250, 255-260, 262

ボルドロイ小委員会　239, 240, 245, 246, 
260

【ま行】

マイノリティによる教育機関　133, 134
マヴァランカル，G. V.　44, 73
マズムダール，チャルー　363, 365, 366
まだましな悪/lesser evil　318, 319, 347
マディヤ・プラデーシュ　20, 183, 196, 
217, 307, 363-365

マニプル　20, 29, 232, 249
マハー・アールティー　281-283, 285, 307
マハーラーシュトラ　21, 25, 106, 139, 
197, 268, 272, 276, 278, 283, 286, 301- 
304, 344, 364

マハーラーシュトラの組織犯罪規制法　
334

マヒッショ　163
マラーター・クンビー　285
マラ県　241, 246, 248
マンダル事件判決　132
ミシュラ，ヴィノード　365-367, 376, 394
未組織部門　84
ミゾラーム　20, 29, 186, 232, 238, 239, 
241, 242, 248, 249, 261

民主化　155, 160, 183, 184, 356, 360, 361, 
373-376, 378, 379, 381-383, 388-390, 
396, 397

民主主義　3-9, 14, 15, 17-19, 21-28, 33, 
36, 68, 70, 76, 81, 86, 87, 103, 114, 
116, 118, 119, 124, 147, 148, 151, 155, 
156, 162, 164, 170, 171, 183-186, 190, 
191, 195, 225, 226, 235, 260, 262, 263, 
268, 276, 304, 305, 310, 318, 320, 335, 
350, 351, 355, 356, 360, 374, 376, 388, 
390, 397

民主制　82, 143, 355-357, 359, 360, 376, 

387-391
民族ジャナタ・ダル/RJD　218
民族奉仕団/RSS　92, 267-270, 272, 280,  
287-289, 291, 294, 307

ムスリム　9, 12, 24, 25, 27-29, 162, 163, 
178, 189, 269, 273, 277, 278, 281-283, 
285-292, 294-304, 306-309, 311, 331, 
333, 335-338, 343-346, 348, 349, 382, 
383

村パンチャーヤト　158, 159, 161, 162, 
181-184, 187, 190

ムンゲリ・ラール委員会　373, 375
ムンバイ　56, 72, 105-107, 275, 278, 280, 
282, 285, 296, 301, 304, 305, 307, 308, 
348

メータ，A.　19, 186
メーラト　295
メガーラヤ　20, 29, 232, 238, 239, 241, 
244-249, 258, 259, 261

毛沢東主義共産主義者センター/MCC　
332, 333, 362, 364, 388, 393

モディ，N.　289-291, 302, 304, 337, 395
モヒシャドル地区　163
モラーダーバード　295
モリス・ジョーンズ，W. H.　34-36, 68, 
71, 74, 195, 196

【や行】

ヤーダヴ，ムラヤム・シン/ヤーダヴ，
M. S.　277, 344

ヤーダヴ，ラルー・プラサード　218, 
376, 395

有罪確定率　333, 334
憂慮する市民の会/CCC　364, 384-388, 
396, 397, 399

予算委員会　74, 75
予防拘禁　320-323, 325, 326, 333, 347, 348

【ら行】

ラーオ，J.チョッカ　205
ラーオ，K.チャンドラシェーカル　209, 
210, 212-215, 224,
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ラーオ，N. T.ラーマ　209, 378, 381, 382
ラーオ，ナラシンハ　12, 46, 108, 277, 305,  
306

ライ県　241, 246, 248
ラヴィーンドラン，R. V.　135
ラヤラシーマ　199, 200

留保議席　159, 161, 167, 169, 170, 187, 188
留保制度　4, 10, 11, 18, 19, 21, 22, 27, 28, 
124, 130, 132, 133, 137, 144, 146, 147, 
151, 156, 169, 170, 188, 272, 299, 300, 
373, 375, 376, 396

レッディ，K. ブラフマナンダ　206, 207, 
215

レッディ，M. チェンナ　205-207, 214
レッディ，Y. S. ラージャシェーカラ　
212

連邦下院/Lok Sabha/LS　6-8, 13-17, 29,  
30, 33, 34, 36-41, 43-49, 51, 52, 54- 
61, 63, 65, 66, 68-75, 77, 92, 206, 207, 
210, 211, 216, 219, 223, 225-227, 236, 
269, 277, 299, 306, 307, 311, 341, 366

連邦下院事務局　16, 29, 37, 38

連邦上院　309
連邦制　4, 5, 20, 27, 204, 235, 246, 277, 
304, 305

労働運動　81-91, 103-109, 113-116, 118
労働改革　82, 108, 110, 111, 115, 119
労働組合　17, 18, 81-119, 125
労働組合調整センター/TUCC　92, 99, 
117, 118

労働組合の組織率　84, 96, 109
労働組合法　89, 94, 110
労働進歩同盟/LPF　93
労働争議　81, 83, 89, 90, 103, 104, 106, 
109, 118

労働争議法　17, 89, 110
6項目原則　208, 213, 224

【わ行】

ワード・サバー　160, 170-173, 175, 176, 
187-189

ワゲーラ，S.　288
和平交渉　358, 364, 377, 383-387, 392, 
396, 397
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「研究双書」シリーズ
（提示した価格は税込み価格です）

567
障害と開発 アジアとアフリカにおける障害当事者の社会

と法制度などを国連等世界の動きも交えて分
析・解説。開発学と障害学の双方の視点を踏
まえた「障害」への新たな視点を提供。

途上国の障害当事者と社会
森壮也編 2008年　332p.　4410円

568
タイ政治・行政の変革1991-2006年 タイは，1991年から2006年 9月クーデタまで

の15年間に大きく変わった。本書は民主化や
経済の中進国化を軸に様変わりするタイの政
治・行政を読み解く試みである。玉田芳史・船津鶴代編 2008年　368p.　4830円

569
開発と農村 グローバリゼーションに巻き込まれる発展途

上国の農村社会が直面する課題を，日本の農
村社会開発の経験と照らし合わせつつ「生活」
の視点から再整理する。

農村開発論再考
水野正己・佐藤寛編 2008年　288p.　3570円

570
アジアにおけるリサイクル リサイクルに関する取組みが進んでいるアジ

ア地域において，リサイクル産業のフォーマ
ル化，再生資源貿易の拡大への対応が共通の
課題となっていることを明らかにする。小島道一編 2008年　382p.　4935円

571
アジア諸国の鉄鋼業 昨今変化の著しい鉄鋼業。アジア各国それぞ

れの現状と課題を発展過程をたどることによ
って読み解き，鉄鋼業の検討からアジアの産
業発展を再考する。

発展と変容
佐藤創編 2008年　351p.　4620円

572
韓国主要産業の競争力 通貨危機を克服した韓国はサムスン，LGな

ど世界的ブランドを輩出するに至っている。
中国に追撃され日本と激しく競合しつつも成
長を続ける韓国産業の実力を診断する。奥田聡・安倍誠編 2008年　255p.　3360円

573
戦争と平和の間 アフリカの紛争解決はどう進められてきたの

か。平和に向けた国際社会の関与はいかなる
成果と課題を残したのか。アフリカの紛争と
平和構築を考えるための必読書。

紛争勃発後のアフリカと国際社会
武内進一編 2008年　400p.　5355円

574
台湾の企業と産業 過去20年大きく変容した台湾経済を多面的に

分析。地場民間大企業など各種企業，新興製
造業の TFT-LCDと携帯電話端末，サービス
業では金融と航空貨物に注目した。佐藤幸人編 2008年　325p.　4305円

575
オーストラリアの対外経済政策とASEAN オーストラリアの対 ASEAN政策とその変化

を国内外の政治経済ダイナミクスを通して分
析し，東アジア統合への参画を模索する同国
の対外経済政策を浮き彫りにする。岡本次郎著 2008年　316p.　4200円

576
岐路に立つ IMF アジア通貨危機などの大規模な資本収支危

機の経験から，IMFは何を学び，また，学
ばなかったのか。IMFの改革に向けた課題，
地域金融協力との関係について探る。

改革の課題，地域金融協力との関係
国宗浩三編 2009年　248p.　3255円

577
アジア開発途上諸国の投票行動 アジア途上国で有権者は何を基準に政権選択

をしているのか。 5カ国の定量分析により，
政権の経済実績や社会の亀裂の重要性と，先
進国との違いを明らかにした。

亀裂と経済
間　寧編 2009年　332p.　4305円

578
地域の振興 地域興し運動では地元のイニシアチブが重要

であるが，同時に外部者の関わり具合が成否
の鍵となる。外部者が積極的に関わった各地
の運動で，その成果はどう現れたのか。

制度構築の多様性と課題
西川芳昭・吉田栄一編 2009年　260p.　3465円

579
変容するベトナムの経済主体 激変する経済・社会環境に戦略的に対応しな

がら生き残りや成長を模索するベトナムの経
済主体。その姿を描き出すことを通して，ベ
トナムの経済発展の現状を再評価する。坂田正三編 2009年　288p.　3780円


